
【ORION】エンジニア交流会 #3
『 kintone頑張ってたら開発専門部署に転職できたハナシ』

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です



気取らない性格なのではっしーと呼んでください。
Twitter X ：@kintoneTH
出身,住,国籍：埼玉県熊谷市出身、東京都某所に住んでる、日本人です。

kintone歴：9年目に突入しています
エンジニア歴：1年目

趣味 ：旅行中のイベント参加と登壇
スイーツ食べ歩き

自己紹介

プレーリーカード→



キャリアについて

商業高校

四年制
大学

(文系)

1～3社目
管理部門

(非IT)

3社目
2024年4月

情シス的
部門へ

4社目

開発エンジニアへ

基本情報処理の前身
通産省二種を取得(言語はCOBOL)

2016年にkintoneと出会う

本LTのPOST向け→



どんな風にkintone使うの？

本LTのPOST向け→



実演動画

※画面の資料は開発環境で疑似再現したもので実際のデータではございません。

こちらのExcelタスク管理をkintone化してみましょう



実演動画

※画面の資料は開発環境で疑似再現したもので実際のデータではございません。

実際にアプリを作ってみました

本LTのPOST向け→



完成！

※画面の資料は開発環境で疑似再現したもので実際のデータではございません。

自動的に更新される未完了一覧

キレイな入力欄

爽やかな朝は進捗率グラフから始まる

本LTのPOST向け→



非IT人材で使うメリットは何？

本LTのPOST向け→



プログラミングしなくてもアプリ開発ができるから

・自分の業務は自分が一番よくわかってる！

・社内でシステム構築が完結しやすい

・自分の想いをアプリに込められる

・スクラッチ開発と比較して、格段にコストが下げられる

・途中で仕様を変えやすい、変えることが前提の開発

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です
本LTのPOST向け→



ノーコードって微妙じゃない
？

本LTのPOST向け→



いわゆるノーコードは、メリット
と引き換えにした特有の弱点があ
ります。

それが「悪い」って話ではなく、
理解して上手に使いましょう。

本LTのPOST向け→



kintoneに限らず、ノーコードあるある

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です

①意外とできないことが多い
→”コーディングした方が早い”という意見も･･･

②作法を勉強しないといけない
→機能がわかってないと上手く使えない
→一定の学習コストが必要

本LTのPOST向け→



できない、ということはできない、ということなんです

【打開策】
・kintoneに合わせた（業務などの）設計をしましょう

・kintoneの機能を勉強することで思わぬ発見があるかも

・あきらめる

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です
本LTのPOST向け→



「知らなくてもできる」ではない、ということ

kintoneについて学びましょう！
知らないと正しく使えません。
https://kintone.cybozu.co.jp/material/#guidebook

公式で教育用コンテンツがある

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です

https://kintone.cybozu.co.jp/material/#guidebook


JavaScript使えるんじゃないの？

本LTのPOST向け→



やるならカスタマイズは最小限にしましょう

・前提として「それって本当に必要？」と立ち止まること

・「慣れ」で解決できるなら「慣れ」てもらいましょう

・それでも避けられないなら、見積もりしましょう
→コーディングと保守単価はバカにならない

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です



どうして40過ぎて開発SEに転職できたのか？

本LTのPOST向け→



なんで転職できたのかは私が聞きたい

・kintone開発を事業にするところが増えている

・エンジニアが途中から使うには高い学習コスト

・kintone経験があるエンジニアは少ない

・サイボウズ公式イベントに登壇している

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です
本LTのPOST向け→



最近システム会社でも
kintone開発増えてる？

本LTのPOST向け→



私なりの仮説

・やはり低コストでシステム構築ができるのが魅力

・保守避けることが可能（納品先でやってもらう）

・システム開発であることに変わりない

・最悪、JavaScriptで大概要件満たせる

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です
本LTのPOST向け→



この波は今後も続くのか？

本LTのPOST向け→



そうは思えず、一過性なのでは？と感じてます。

・非IT部門が自力でアプリ作成することを前提にしている

・生成AIでフルスクラッチの工数が大きく下がる

・開発ドキュメント作成コストが見合わない

・ウォーターフォール開発でやってきた方の肌に合わない

※kintoneのkはサイボウズ様の登録商標により小文字です 転職のことを執筆した記事→



kintoneは本当に良いシステム

日々ユーザー企業が増えて、kintoneでシステム構築するこ
とをビジネスとする会社も増えてきています。

ただ、上手く使えなかった時の事例が世間のイメージの一つ
となっているのもったいなく感じます。

「kintoneの正しい使い方、そしてkintoneを使うその効果」

これを拡げる活動を今後していきたいと考えています。



本日の発表は
以上になります

ご清聴ありがとう

ございました！
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